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１．緑の基本計画とは                              
緑の基本計画とは、緑地の保全や緑化の推進に関して、その将来像、目標、施策などを

定める基本計画です。（都市緑地法第 4 条） 

緑豊かな環境形成を総合的かつ計画的に推進する指針であり、地域や市民団体、学校な

どの教育機関、事業者など、幅広く市民と行政が連携し協働を図りながら具体化できるよ

う、大津市の将来像、美しい湖や山並みなどの緑の骨格の保全、新たな公園のあり方、公

共施設や民有地の緑化推進、緑の市民活動の向上、普及啓発などの基本的方向性や具体化

のための施策について定めています。 

本市においては、平成 9 年 3 月に、当初の緑の基本計画を策定し、平成 15 年 10 月に

は第 2 次大津市緑の基本計画、平成 20 年 7 月には第 3 次大津市緑の基本計画へ改定を

しました。 

第 3 次大津市緑の基本計画の計画期間が、平成 28 年度に終了し、平成 44 年(2032

年度)を計画目標とした第 4 次大津市緑の基本計画として改定するものです。 

 

 

２．緑の定義                              
この計画で対象とする「緑」は、樹木や草花などの植物に限りません。公園緑地、農地、

樹林地、琵琶湖や河川、溜池などの水辺、道路の街路樹、学校や民有地の緑も含めた水や緑

の空間全体をさします。 

 

  

 

 

緑の構成図 

  

都市緑地法 第３条  

この法律において「緑地」とは、樹林地、草地、水辺地、岩石地若しくはその状況がこ

れらに類する土地（農地であるものを含む。）が、単独で若しくは一体となつて、又は

これらに隣接している土地が、これらと一体となつて、良好な自然的環境を形成してい

るものをいう。 
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３．計画の位置づけ                           
緑の基本計画は、「大津市総合計画」「大津市国土利用計画」を上位計画として、「大津市

都市計画マスタープラン」や「環境基本計画」などとの適合調和や、国の関連法などとの整

合を図りながら策定する分野別計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大津市 関連計画 

大津市都市計画 
マスタープラン 2017-2031 

（H29.4） 

整合 

調和 

適合 

大津市 上位計画 

大津市総合計画 2017 

（H29.4） 

第 5次大津市国土利用計画 

（H29.4） 

第 2次大津市環境基本計画 
（H23.3） 

大津市景観計画 
（H18.2 最終 H25.8） 

大津市公共施設適正化計画 
（H27.3） 

大津市公共施設等総合管理計画 
（H28.8） 

大津市 関連計画 

緑の基本計画と上位計画等との関連 

第 4 次 大津市緑の基本計画 

適合 

新たな時代の都市マネジメントに 
対応した都市公園のあり方 

（国交省,H28.5） 

都市緑地法改正 
（国交省,H29.5） 

都市公園法改正 
（国交省,H29.5） 

国 関連計画・指針 
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４．第 4 次大津市緑の基本計画の計画区域                      
計画対象区域は、大津市全域です。 

計画対象区域 計画対象面積 

大津市全域 46,451ha 

＊都市計画区域外(葛川学区)及び琵琶湖面を含む。 

  

５．第 4 次大津市緑の基本計画の目標年次                      
目標年次は 15 年後の平成 44 年（2032 年）です。 

   人口比較 

 

 

＊平成 28 年(2016 年)は 4 月 1 日現在の住民基本台帳人口と外国人登録人口の合計。 

＊平成 44 年（2032 年）は、大津市都市計画マスタープラン 2017-2031 における将来人口の推計値より算出。 

 

 

将来人口の推計 

 
＊大津市都市計画マスタープラン 2017-2031 に基づき編集。 

＊平成 44 年（2032 年）は、大津市都市計画マスタープラン 2017-2031 における将来人口の推計値より算出。 

  

年次 現在（平成 28 年） 目標年次（平成 44 年） 

大津市全域 34 万 2,163 人 31 万 9,000 人 
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６．緑の機能や効果                           
都市の緑には多様な機能があり、私たちの豊かな暮らしを支える必要不可欠な社会資本

です。環境の保全、文化・交流、福祉、安心、教育、観光などのまちづくりやコミュニティ

形成の場としての機能も有しています。 

緑は、これらの多様な機能性が効果的に発揮されることで、大津市の魅力をより高めるこ

とに貢献します。 

 

1）歴史・景観 

〇歴史や文化の保全 

 

膳所城跡公園 

〇風景の保全 

 

近江舞子内湖 

２）防災 

〇災害時の避難場所、経路の確保 

（災害時の避難路、避難地、救援地） 

 

 

大石緑地 

〇都市を守る 

（雨水の貯蓄による浸水防止、 

流量の調節、洪水の防止、延焼防止） 

 

伊香立公園 
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３）利活用・憩い 

〇遊びを通じた子どもの成長 

 

南郷公園の遊具 

〇スポーツ、健康づくり 

 

 

 

 

 

 

 

皇子山総合運動公園 

〇休憩、憩い、レクリエーション 

 

 

 

 

 

 

 

皇子が丘公園 

〇快適な移動空間 

 

大津湖岸なぎさ公園 

４）環境・生物多様性の保全 

〇環境改善 

（気候緩和、大気浄化、地球温暖化へ貢献） 

 

 

 

 

 

 

 

大石グリーンパーク 

〇生物多様性の保全 

（生物の生息生育場所、固有の生態系創出） 

 

堅田内湖公園 

５）交流・人づくり 

〇地域コミュニティ、市民活動、交流の場 

 

花と緑の推進事業による花壇 

〇環境学習・自然体験の場 

 

 

 

 

 

 

 

山の日 
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 都市における緑地の保全や緑化の推進について定められている「都市緑地法」等の一部

が改正されました。（平成 29 年５月 1２日） 

 都市公園の再生や活性化、新たな緑地・広場の創出、都市農地の保全・活用を、市民や

NPO、民間事業者等との協働で進めていこうというものです。 

 民間事業者などが主体となった都市公園内でのカフェやレストランの設置、民間による

市民緑地の整備、生産緑地地区で直売所や農家レストランの設置など、新たな制度が盛り

込まれています。 

 

 

都市緑地法等の一部を改正する法律 概要 

 

＊国土交通省ホームページより引用 

コラム 
民間の活力で、緑豊かなまちづくり  

～都市緑地法等の一部が改正されました～ 
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